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高
専
生
ら
十
六
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
「
廃
炉
創
造
ロ
ボ
コ
ン
」（
文
部
科
学
省
、
廃
止
措

置
人
材
育
成
高
専
等
連
携
協
議
会
）
が
昨
年
一
二
月

一
五
日
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
楢
葉
遠
隔
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
原
子
力
発
電
所
廃
炉

へ
の
関
心
を
喚
起
す
べ
く
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
「
廃
炉
創

造
ロ
ボ
コ
ン
」
は
、
今
大
会

で
三
回
目
。
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
燃
料
デ
ブ
リ
取

り
出
し
を
見
据
え
た
困
難
な

競
技
課
題
が
課
せ
ら
れ
、
各

チ
ー
ム
と
も
苦
戦
し
た
が
、

見
事
に
こ
れ
を
ク
リ
ア
し

た
長
岡
高
専
の
「
Ｃ
ａ
ｎ
Ｄ

Ｉ
」
が
最
優
秀
賞
（
文
科
大

臣
賞
）に
輝
い
た
。
今
回
は
、

海
外
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
工
科

大
学
の
チ
ー
ム
が
初
め
て
正

式
参
加
し
た
。
競
技
開
始
に
先
立
ち
、主
催
者
と
し
て
、

廃
止
措
置
人
材
育
成
高
専
等
連
携
協
議
会
会
長
の
山
下

治
・
福
島
高
専
校
長
は
、「
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解

決
能
力
を
磨
き
、
課
題
の
ク
リ
ア
に
向
け
て
成
果
を
あ

げ
て
欲
し
い
」
と
学
生
た
ち
の
創
造
力
発
揮
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
参
加
に
関
し
、「
国

際
的
課
題
と
し
て
世
界
と
と
も
に
考
え
る
場
と
な
っ
て

欲
し
い
」
な
ど
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

今
回
の
競
技
課
題
は
、
ペ
デ
ス
タ
ル
（
原
子
炉
圧
力

容
器
下
の
空
間
）
下
部
に
存
在
す
る
燃
料
デ
ブ
リ
取
り

出
し
を
想
定
し
て
お
り
、
一
○
分
の
制
限
時
間
で
、
ま

ず
、
長
さ
四
ｍ
、
内
径
二
四
○
ｍ
ｍ
の
パ
イ
プ
を
通
過

し
、
ペ
デ
ス
タ
ル
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
上
の
ス
ノ
コ
に
着
地

さ
せ
、
三
・
二
ｍ
下
に
あ
る
ボ
ー
ル
を
回
収
し
て
ペ
デ

ス
タ
ル
の
外
に
移
す
と
い
う
も
の
。ま
た
、（
一
）ロ
ボ
ッ

ト
を
遠
隔
操
作
す
る
た
め
本
体
を
直
視
で
き
な
い
、

（
二
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
い
壁
が
あ
り
電
波
は
直
接

届
か
な
い―

と
い
う
現
場
さ
な
が
ら
の
条
件
も
課
せ
ら

れ
て
い
る
。
各
チ
ー
ム
と
も
、
パ
イ
プ
が
通
過
で
き
な

い
、
通
過
で
き
て
も
ペ
デ
ス
タ
ル
内
に
切
り
離
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
子
機
が
途
中
で
動
作
不
能
に
な
る
と
い
っ
た
事

態
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
変
な
苦
闘
ぶ
り
だ
っ
た
。
全

競
技
が
終
了
し
、
閉
会
式
で
挨
拶
に
立
っ
た

大
会
実
行
委
員
長
の
丁
子
哲
治
・
鹿
児
島
高

専
校
長
は
、
参
加
し
た
学
生
ら
の
健
闘
を
称

え
る
と
と
も
に
、「
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
は
、
皆
さ
ん
の
次
の
世
代
に
ま
で

続
く
か
も
し
れ
な
い
非
常
に
長
い
テ
ー
マ
。

今
は
ま
だ
ま
だ
『
序
の
口
』」
と
、今
後
「
廃

炉
創
造
ロ
ボ
コ
ン
」
が
困
難
な
課
題
解
決
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
先
月
ま
で
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
に
続
い
て
同
化
学
賞
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
関
連
の
同
賞
受

賞
者
は
、
ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ

る
。
一
八
八
一
年
生
ま
れ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
ド
イ
ツ

出
身
で
、
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学

ん
だ
後
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で

化
学
と
薬
学
を
学
ぶ
。
卒
業
後
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
病
院

で
働
い
た
後
、
ベ
ル
リ
ン
第
一
化
学
研
究
所
で
一
九

○
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
エ
ミ
ー
ル
・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
下
で
働
く
。
一
九
一
一
年
に
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
に
戻
り
、
一
九
一
三
年
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
生
理
学

研
究
所
で
講
師
と
な
っ
た
。
一
九
一
六
年
に
は
イ
ン

ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
で

薬
化
学
部
の
教
授
と

な
る
。
一
九
一
八
年

に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教

授
、
一
九
二
一
年
に

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大

学
教
授
と
な
り
、
以

後
死
ぬ
ま
で
そ
の
地

位
に
あ
っ
た
。
血
液
や
葉
に
含
ま
れ
る
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン

化
合
物
の
研
究
を
行
い
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
と
ヘ
ミ
ン
の

構
造
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
一
九
三
○
年
に
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
し
た
。

　

一
方
、
京
都
大
学
関
連
の
同
賞
受
賞
者
は
、
福
井
謙

一
教
授
と
野
依
良
治
教
授
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
生
ま

れ
の
福
井
教
授
は
、
四
一
年
に
京
都
帝
国
大
学
工
業
化

学
科
を
卒
業
し
、
四
三
年
に
講
師
、
四
五
年
に
助
教
授
、

五
一
年
に
は
教
授
に
昇
任
し
た
。
五
二
年
に
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
軌
道
理
論
を
発
表
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
軌
道
と
呼

ば
れ
る
軌
道
の
密
度
や
位
相
に
よ
っ
て
分
子
の
反
応
性

が
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
業
績
に
よ
り
八
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

し
た
。
語
録
は
「
科
学
者
を
目
指
す
若
者
に
中
等
教
育

で
最
も
励
ん
で
欲
し
い
の
は
数
学
」。
三
八
年
生
ま
れ

の
野
依
教
授
は
、
六
一
年
に
京
都
大
学
工
業
化
学
科
を

卒
業
、
六
三
年
に
修
士
課
程
を
修
了
し
助
手
と
な
る
。

六
八
年
に
名
古
屋
大
学
理
学
部
助
教
授
。
六
九
年
か
ら

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
博
士
研
究
員
と
し
て
イ
ラ
イ
ア

ス
・
コ
ー
リ
ー
（
九
○
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
）
の

下
で
研
究
を
行
う
。
七
二
年
、
名
古
屋
大
学
理
学
部
教

授
に
昇
任
。
キ
ラ
ル
触
媒
に
よ
る
不
斉
反
応
の
研
究
に

よ
り
二
○
○
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
。

語
録
は
「
研
究
は
瑞
々
し
く
、
単
純
明
快
に
」。
両
大

学
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
は
、
人
類
の
た
め
に
大
き
な
貢

献
を
果
た
し
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、著
者
は
高
校
時
代
化
学
が
苦
手
で
、

大
学
理
科
は
物
理
と
生
物
で
受
験
し
た
。
研
究
所
時
代

に
化
学
の
重
要
性
に
気
付
き
独
学
で
勉
強

し
た
。
両
市
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
ま
つ

わ
る
話
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
写
真
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html

Rechnungshof オーストリア会計検査院（２）年金
2017 年のウィーンにおける年金受給者数は 38 万 9245 人で、うち女性は
58％。女性比率はオーストリアの州の中で一番高い。受給年額（ウィーン）
は平均２万 2774 €＝手取り１万 9884 €（男２万 7648 €＝手取り２万 2867 €、
女１万9764€＝手取り１万7771€）。女性の受給額は他の州の女性に比べ高い。

https://www.jaif.or.jp/181217-1
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